
ü系統不明（九州方言>豊日方言）
ü面接調査＋電話調査（共に翻訳式）
ü 80代女性一人のイディオレクト

宮崎県椎葉村尾前⽅⾔における情報構造

2.問題の所在
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発話場面によって情報構造が異なる。
→同じ「タクシー来たよ」における違い

パターンA パターンB

情報構造は①主語の形態的な標示（助詞）②韻律
的な構造（フレージング）にどう反映されるのか。

1.宮崎県椎葉村尾前方言
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ü 三井（2020）（問題①についてのみ）
尾前方言 標準語

ü 尾上（1987)、大谷（1995）等
標準語赤枠（「ハもガも使えない文」）について。
言語学的に検証できない用語で整理を試みている。

3. 先行研究（標準語との対照含む）

参照文献 research map(修論あり）
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(1) (急に発⾒した) ara haijaa=no kitahuu. A/B

(2) (予約していた) ara haijaa=no/wa
kitahuu.

A/B

(3) (もう来た？と聞かれて) haijaa=wa
kitajo.

B

⽂全体が
新情報
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新情報

有題 no/wa wa
無題 no

⽂全体が
新情報

旧情報＋
新情報

Ø は/Ø
が/Ø

(4) a. ara mado=no/wa wjaatoru.（尾前⽅⾔）
b. あ、窓=が/Ø 開いてる。（標準語）

4. 本論文の主張
3×2のモデルで整理できる（(4)は黒枠）

尾前方言 標準語
no no/wa wa

no/wa no/wa wa
が/Ø が/Ø Ø

Ø Ø は/Ø

A/B B B
A/B B B
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5. 情報構造のクロスモデル

縦軸：主語要素の新旧（Prince1981）
談話に新出（=1)/既出（=2,3)

横軸：情報伝達段階
（Lambrecht1994改）

Presentational(=1,2)
(5) （唐突に）あ、太郎がいる。

談話に要素を導入。
Categorical (=3)
(6)（5に続けて）太郎は泣いてるよ。

導入された要素に情報を付与。
Event-reporting (=4)
(7)（唐突に）あ、太郎が泣いてるよ。

要素の導入及び情報の付与。
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問題②

問題① 問題①

問題②
本研究の成果
ISと助詞・韻律の対応を整理。
Event-reportingのハイブリッド性。

今後の課題：通方言的一般化


